
本学への影響♦

○無利子奨学金の大幅拡大　⇒　３４．９万人→３８．６万人

○国立大学の授業料免除枠の拡大　⇒　免除率：６．３％→８．４％（博士課程１２．５％）

本学への影響♦

♦ 本学への影響

○国立大学の教育研究基盤強化（特別経費）

♦ 本学への影響

（事業番号１９０４）

学習者の視点に立った総合的な学び支援及び「新しい公共」の担い手育成プログラム

要求額　　　　０億円
要望額　　２５４億円

免除率６．３％相当額 約５．８億円 予算措置

全額免除　　約 ６６０ 人実施
半額免除　　約 ８２０ 人実施

約 １，４８０人 の
授業料免除実施が

不可能となる

要望額が認められなかった場合

無利子奨学金貸与者　　　約３，７００人 約 ３，７００人 の
無利子での奨学金貸与

が実施不可能となる

要望額が認められなかった場合

要求額　　　　０億円
要望額　　８９７億円

 平成２２年度授業料免除実施状況

 平成２２年度無利子奨学金貸与状況

学部学生　　約 １，７５０ 人
修士課程　　約 １，５００ 人
博士課程　　約 　　４５０ 人

（事業番号１９05）

「強い人材」育成のための大学の機能強化イニシアティブ

要求額　　６６６億円
要望額　　６３０億円

特別経費　　　　　約 ４３ 億円 約 ２１ 億円の
　減額が想定される

要望額が認められなかった場合
 平成２３年度概算要求額（対財務省）

 特別経費の半減！

(事業番号1906)

成長を牽引する若手研究人材の総合育成・支援イニシアティブ

○若手研究者のチャレンジを支援する科研費の改革　(要望額３５０億円)

(Ｈ22年度東北大学の採択実績)
　若手研究(Ａ)　 4.9億円(62件)
　

　若手研究(Ｂ)　 8.7億円(518件)

　挑戦的萌芽研究 2.8億円(206件)

「要望額」が
認められない場合

１６.４億円が消滅！
(786件)

継続課題の廃止
新規課題採択ゼロ

基盤研究など他の研究種目への影響も
予想される
（新規採択の減、継続分の交付額の減）

※本学のＨ２２年度科研費交付総額は約１０６億円

本学の教育研究に関わる主なもの

「元気な日本復活特別枠」要望に関するパブリックコメント

　
　意見募集締切：　10月19日(火)17時（必着）
　
　提出先（URL)：　http://seisakucontest.kantei.go.jp/
             　　　　（首相官邸ホームページにバナーが設けられています。）

クリック


